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令和５年度 保護者説明会校長挨拶（令和５年４月６日）

０ はじめに

保護者の皆様、本日はお子様の入学式、本当におめでとうございました。本日の説明会

には親師会の会長、副会長にも、式に同席していただきました。重ねて感謝申します。改

めて紹介させていただきます。親師会長の 西澤啓介 様です。副会長の 土田直久 様

です。同じく副会長の 今井進太郎 様です。

さて、新型コロナウイルス感染症の影響で、この保護者説明会は４年ぶりの開催となり

ます。この後、副校長が本校の様子や保護者の皆さんへのお願いなど詳しくお話しします

が、先ほどの式辞ではお伝えしきれなかったものもございますので、もう少々お時間をい

ただき、ご挨拶させていただきます。

３点申し上げます。

１ 各教科の学習について

１点目。今ほど入学許可をしましたが、当然のことながら、生徒には、勉強にしっかり

取り組んでほしいと思います。中学校と比較して、授業内容は、グンと難度が上がります。

個人的な（あくまで個人的な）感覚としては、数学と英語が、一段、階段を上がるような

感覚かと思います。

中学までは、よくできた教科でも、もしかしたら、つまずくことがあるかもしれません。

しかし、何事も、基本が大事。焦らず、コツコツと、時間をかけて基礎固めをすることが、

最後には、大きく伸びることに結びつくと思います。

話は変わりますが、今、ＮＨＫの大河ドラマで「どうする家康」をやっています。先々

週の放送で今川義元（静岡県あたりを収めていた戦国大名）が桶狭間の戦いに出陣する前

の息子氏真とのやりとりがありました。氏真は、家康が大切な役割を申しつけられたのに
うじざね

もかかわらず自分が留守居役となったことが不満で父に食って掛かります。そのとき義元

は「ならば、有り体に言おう。そなたに、将としての才は、ない」と言い放ちます。しか

し、義元の本意はそうではなく、後で氏真の妻に次のように話します。

「あれに天賦の才はない、それは明白じゃ。じゃが、余は知っておるぞ。あれが、夜明けか

ら夜半まで、武芸に学問に、誰よりも励んでおることを。あの気持ちを持ち続けるならば、大

丈夫じゃろ。己を鍛え上げることを惜しまぬ者は、いずれ必ず、天賦の才のある者を凌ぐ。

きっと、よい将軍になろう」
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義元は桶狭間の戦い後、この言葉を氏真に伝えるつもりでいましたが、戦いで破れたた

め伝えることはできませんでした。伝えることができていたならば、その後の氏真の人生

も変わっていたことでしょう。

努力にまさる天才無しです。ご家庭でも、上手に励ましていただければと思います。

２ 学校生活全般について

２点目です。部活動、学校行事、そして課題研究などにも、真剣に取り組んでほしいと

思います。これらに真剣に取り組むことには、自ら行動する自主性、主体性を身につける、

精神力を鍛える、人間関係を学ぶ、など、多くの得るものがあります。どんな時代になろ

うとも、第一線で活躍できるためには、多面性、多様性を持っていることが必要です。そ

のような意味で、長岡高校は、文武両道を推奨しています。

（参考：今春の大学入試で、国公立大学合格の生徒、運動部で約６割、文化部で

約５割、無所属で約３割。全体では国公立56.2％、大学等進学率78.9％）

勉強もやり、部活動もやり、十分な睡眠を取る。高校生活の早い内に、自分に合った、

けじめのある、切り替えの上手な生活習慣をつけられるよう、ご家庭でのご協力をよろし

くお願いします。

３ 服装について

３点目です。生徒の服装のことについて申し上げます。本校は制服を制定していません。

ですが、服装は自由ということではありません。長岡高校の学業生活に相応しい服装を自

ら考えて主体的に対応してほしいとおもいます。

大きな服装の乱れということを感じることはいままでなかったようです。おそらく、長

岡高校の生徒の興味の中心は、学力、体力、人間性の向上にあって、華美な服装や化粧、

髪の毛の加工などは、興味の中心にはないということなのだと思います。

長高生に相応しい清楚な服装にと指導することは、長高生の自由な発想、活動を何ら制

限することではないことをご理解をいただきたいと存じます。

４ おわりに

最後にもう一点お願いします。新型コロナウイルス感染症の感染防止対策についてです。

今年に入って落ち着きを見せていることから、マスクの着用について対応が変わり、４

月以降、学校としては、「基本として、マスクの着用を求めない」ことになりました。た

だ、感染リスクがなくなったわけではありません。実際、先日も部活動の関連で生徒が３
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人感染するということがありました。感染症対策は今後も必要です。

今後は、「マスクの着用は求めないことを基本」としますが、通学時の電車やバスなど

混雑した場所にいるときや、医療機関・高齢者施設等を訪問する場合などにはマスクの着

用を推奨します。また、基本的な対策として「三つの蜜」の回避、「人と人との距離の確

保」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」等の励行をお願いします。特に「換気」は重要で

す。暖かくなってきましたので、窓や欄間、入り口のドア開けるなどして教室の換気を徹

底してください。これまでの、基本的な感染症対策はこれからも必要です。時と場所、状

況にあわせてマスクを着用するかしないかの判断をしてください。本日、これからの感染

症対策に関する文書を配布しますのでよく読んでください。

以上で私の挨拶を終わりにします。保護者の皆様には今後とも、御協力・ご支援をよろ

しくお願いします。


